
H902-008　●A 作品

レースのラリエット
作品レシピ

材料

用具

□H902-008のいずれか　1カード　　□好みのビーズ…3コ　　□縫い糸　　□ボンド

□縫い針　　□ハサミ　　□定規　

材料を指定の長さにカットします。

□トーションレース　1m×1本…ⓐ　　□ケミカルレース　切り出したモチーフ×9コ…ⓑ

□ラッセルレース　　幅を半分にカットしたもの20cm×5本…ⓒ、幅を2cmにカットしたもの40cm×1本…ⓓ

下準備

作り方

用意するもの

①ⓒのまん中をぐし縫いし、ギャザーを寄せ、しっかり引き絞り
玉どめします（※糸は切らずにそのままにしておく）。糸の通り

道を中心としてらせんにねじり、球形に整えて、中心を縫い戻

して固定します。（図1参照）

　 形がいびつなときは、糸を切らないよう注意しながらハサミで

丸くカットします。同じものを5コ作ります。

②ⓓの端から5mmのところをぐし縫いし、糸をひいてギャザー
を寄せ、両端を5mm重ねて縫いとめ円盤形にします。（図2参

照）表面の中央にビーズを3コ縫いつけます。

③ⓐの好みの位置に①・②・ⓑを縫いつけます。ⓑは2枚でトー
ションレースを挟んでボンドで仮どめし、縫いつけます。②を

縫いつけた裏にⓑを一枚縫いつけます。

　※身につけたときに映えるよう、写真を参考にバランスよく配

置しましょう。

H902-008-5

5mm程度
重ねる

ぐし縫いの始点・終点を重ね
その部分だけを縫いとめればOK

中央の穴が大きく
あいた場合は対角線上に
糸を数回渡し縫い縮める

図1 図2

しっかり引き絞り
緩まないように玉どめする

真ん中をぐし縫いする

ねじって球形にし、
中心を縫い戻して固定する

作品を作る前に
トーションレースは柔らかい風合いを出すため、優しい編み立てになっています。
多少ほつれやすいため、レースの切り口に少量のボンドを塗ってご使用いただくことをおすすめします。

H902-008-1 H902-008-2 H902-008-3 H902-008-4
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H902-008　●B 作品

レースのネックレス
作品レシピ

材料

用具

□H902-008のいずれか　1カード　　□好みのビーズ…5コ　　□9ピン…1本　　　□チェーン…41cm×1本・3cm×1本
□丸カン・大…11コ　　□丸カン・中（ビーズに通るもの）…5コ　　□丸カン・小（チェーンに通るもの）…6コ　　□縫い糸　　□ボンド

□縫い針　　□ハサミ　　□定規　　□目打ち　　□ペンチ

材料を指定の長さにカットします。

□トーションレース　45cm×1本…ⓐ、35cm×1本…ⓑ　　□ケミカルレース　切り出したモチーフ×4コ…ⓒ、4コ分のひし形に切り出したモチーフ×1コ…ⓓ
□ラッセルレース　　幅を2cmにカットしたもの40cm×1本…ⓔ

下準備

作り方

用意するもの

H902-008-4

作品を作る前に
トーションレースは柔らかい風合いを出すため、優しい編み立てになっています。
多少ほつれやすいため、レースの切り口に少量のボンドを塗ってご使用いただくことをおすすめします。

H902-008-1 H902-008-2 H902-008-3 H902-008-5

①ⓔのまん中をぐし縫いし、ギャザーを寄せ、しっかり引き絞り玉どめ
します（※糸は切らずにそのままにしておく）。糸の通り道を中心と

してらせんにねじり、球形に整えて、中心を縫い戻して固定します。

形がいびつなときは、糸を切らないよう注意しながらハサミで丸く

カットします。芯に9ピンを通します。（図1参照）

②ⓐに丸カン・中で5ヶ所にビーズをつけ、図2を参考にネックレスに仕上げ
ます。※身につけたときに映えるよう、写真を参考にバランスよく配置しましょう。

図1

図2

しっかり引き絞り
緩まないように玉どめする

真ん中をぐし縫いする

ねじって球形にし、
中心を縫い戻して固定する

いびつであればハサミで
カットする

糸を切らないように注意して
芯に通して、先を丸く曲げる
（9ピンが通りにくいときは目打ちを使う）
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丸カン・中

ⓐ・ⓑの端は
重ねてボンドで固め、
丸カンを通す

好みの位置に
丸カンで
ビーズをつける

●丸カンの取りつけ● トーションレースの
はしご状になっている
真ん中につけると
バランスのよい間隔に
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H902-008　●C 作品

ロングブレスレットとミニコサージュ

材料

用具

□H902-008のいずれか　1カード　　□好みのビーズ・大…6コ　　□好みのビーズ・小…6コ　　□Tピン…3本　　　□丸カン・大…7コ
□丸カン・小（ビーズ・小に通るもの）…9コ　　□引き輪…1コ　　□ブローチピン…1コ　□フェルト…直径3cm×1枚　　□縫い糸　　□ボンド

□縫い針　　□ハサミ　　□定規　　□ペンチ

用意するもの

材料を指定の長さにカットします。

■ロングブレスレット
■ミニコサージュ

□トーションレース　60cm×1本…ⓐ　　□ケミカルレース　  切り出したモチーフ×6コ…ⓑ
□ケミカルレース　  切り出したモチーフ×7コ…ⓒ　　□ラッセルレース　　幅を3cmにカットしたもの1m×1本…ⓓ

下準備

作り方

作品レシピ

動画レッスンは
ここをクリック！

動画ページへ「フリルフラワーの作り方」
基本の作業をわかりやすく動画レッスン

H902-008-1 H902-008-3

H902-008-5H902-008-4H902-008-2

図2図1

ギャザーを寄せて
引き絞る

往復で縫い通し
しっかり固定する

根元は平らに巻きまとめ
根元のみ縫いとめる

最後のケミカルレースを
最初のレースの下に入れると
きれいに円形になる

■ロングブレスレット

①ⓐの片方の端に丸カンで引き輪をつけます。（図1参照）
②①にⓑ・ビーズ（大…3コ・小…6コ）をつけます。
　 ⓑは丸カン・大でつけ、ビーズ・大はTピンと丸カン・小、ビーズ・小は丸カ

ン・小でつけます。（図1参照）

　 ※身につけたときに映えるよう、写真を参考にバランスよく配置しましょう。

■ミニコサージュ

①ⓓの端から5mmのところをぐし縫いし、糸をいっぱいにひいてギャ
ザーを寄せ、端から固く巻き、根元を縫いとめます。（図2参照）

②ⓒの表面を揃えて重ね、1ヶ所を縫いとめて扇のように開いて①の中心に
縫いつけます。（図3参照）さらに好みのビーズ（大）を3コ縫いつけます。

③フェルトに切り込みを入れブローチピンを通し、ボンドを多めに塗っ
て②の裏面にしっかり押さえて貼りつけます。（図4参照）

フェルト

切り込み（1cm程度）

ブローチピン
1.5cm程度

ブローチピンと
フェルトの間にも
ボンドを入れ、
しっかり固定する

図4

図3

Tピン

ビーズ・大

丸カン・小
Tピンの先を
丸く曲げる

●ビーズ・大のつけ方●●丸カンの取りつけ●

トーションレースのはしご状に
なっている真ん中につけると
バランスのよい間隔に

丸カン・大

引き輪ボンドで固める

●引き輪のつけ方●

ⓐ
ⓑ ビーズ・小

丸カン・小

ビーズ・大

※ビーズは、好みで色や形の
　違うものを組み合わせても
　アクセントになる

丸カン・大

作品を作る前に
トーションレースは柔らかい風合いを出すため、優しい編み立てになっています。
多少ほつれやすいため、レースの切り口に少量のボンドを塗ってご使用いただくことをおすすめします。
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https://www.youtube.com/embed/9HReKd-2aFQ?rel=0

